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補足資料 1.洪水浸水想定区域図について 

 
指摘、質問事項等 

浸水のハザードマップが掲載されていますが、これは内水、外水どちらですか。 

 

計画段階事業者の説明 

「洪水浸水想定区域図」は、「緑区洪水ハザードマップ」（横浜市、平成 29 年 6 月）を用いて

作成しています。「洪水ハザードマップ」（横浜市総務局ホームページ、平成 30 年 1 月閲覧）に

よると、「緑区洪水ハザードマップ」は、想定し得る最大規模等の降雨により河川が氾濫した場

合に浸水が想定される、洪水浸水想定区域及び想定される水深を表示したもので、外水を対象

に作成されたものです。 
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補足資料 2.風害シミュレーションについて 

 
指摘、質問事項等 

・風害シミュレーションの結果、特段の問題はないとのことですが、後々、突風のような事象

が生じた場合に対応策がとられやすいような形になっていますか。 

・現況を「風通しがよい立地」と評価していますが、突風のような事象についての記述があっ

てもいいのではないでしょうか。 

 

計画段階事業者の説明 

風害シミュレーションによる風環境評価は、「(仮称)中山駅南口地区第一種市街地再開発事業 

第 2 分類事業判定届出書添付資料」資-13 ページの表 2-6 に示す「強風の出現頻度に基づく評

価尺度」により実施しました。この風環境評価尺度では、日最大瞬間風速が 10m/s、15m/s、20m/s

を超過する頻度によりランク 1～3及びランク外に分類して評価を行うもので、突風を考慮した

評価となっています。 

供用時の風害シミュレーションの解析条件として、「(仮称)中山駅南口地区第一種市街地再開

発事業 第 2 分類事業判定届出書添付資料」資-10 ページの図 2-4 に示したとおり、植栽、バ

ルコニー、庇及び高層棟の隅切り等の設定を行った上で風害シミュレーションを実施しました。 

風害シミュレーションの結果によると、本事業による風環境の変化が周辺地域の生活環境に

著しい影響を及ぼすことはないと考えますが、万が一、供用後に計画建物による影響が生じた

場合には、適切な対策の検討を進めていきます。 
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補足資料 3.工事中の地盤沈下対策について 

 
指摘、質問事項等 

・地下水位としては河川も近く、すごく浅いのだと思います。周辺の地下水位が高い状態で、

計画地の掘削工事で地下水位を低下させると、周辺の地下水位も下がる可能性があります。

どのような工法を用いて地下水位の低下を防ぎ、周辺の地盤沈下を抑えるかということはも

う少し具体的にお話しいただければと思います。 

・100m 級の建物を建てるにあたって、基礎構造としても相応の大きさのものを作るとなれば、

地盤の掘削工事が必要になり、周辺の地下水位も低下させる可能性があります。計画建物を

建てることによって、周辺の建物が傾いたり、沈下したりするおそれがないということが現

状では確認できないので、周辺の地下水位を低下させないとか、地盤沈下を起こさせないと

いうようなことを確認することがやはり必要と思います。 

 

計画段階事業者の説明 

【地盤沈下対策の具体的な施工方法について】 

① 山留めの具体的な工法について 

計画区域内で過去に実施された他事業によるボーリング調査（既存資料調査）結果より、

地下水位は GL-0.85m～-2.10m 程度と推定されます。 

地下水位が高く砂質で透水性の高い地盤を掘削する場合には、ドライワークのため山留め

工法に遮水性が要求されます。遮水性を有する山留め壁の工法として、SMW（ソイルミキシン

グウォール）工法※1と鋼矢板（シートパイル）工法※2があります。また、山留め壁の先端を

遮水層（粘性土層）に貫入させることで山留め壁内への地下水の流入を防ぎ、山留め壁内の

みの地下水を揚水することができるため、周辺地下水への影響を小さくすることができます。 

本事業においても、地下水位以深の掘削において砂層部分が想定されますので、山留め壁

として遮水壁（SMW 工法・シートパイル工法）を採用する検討を進めていきます。 

② 想定する工法による地下水位への影響について 

本事業では、山留め壁として遮水壁（SMW 工法・シートパイル工法）を採用して遮水層（粘

性土層）に貫入し遮水することで、揚水や掘削工事による周辺地盤への影響を防止する検討

を進めますので、周辺地盤の地下水へ影響を及ぼすことはないと考えます。 

また、腐植土層の揚水による圧密促進に伴う地盤沈下についても、遮水壁をさらに深い位

置の遮水層（粘性土層）に貫入することにより防止できると考えます。 

③ 万が一、地下水位の変化が生じた場合の対応方法について 

万が一、地下水位の変化が生じた場合は、復水井戸（リチャージウェル）の設置を検討し

ます。現場内地下水の揚水を周辺地盤の復水可能な地盤に戻すことにより周辺地盤への影響

を低減します。また、必要に応じて観測井戸を設置して周辺地下水位の計測を行います。 

 
※1 SMW（ソイルミキシングウォール）工法： 

地盤を削孔して、芯材となる H形鋼材などを建込み、土（Soil）とセメントスラリー（セメントと水の混

合液）とを混合・攪拌（Mixing）したものをそこに注入して地中に壁体（Wall）を造る工法です。 

※2 鋼矢板（シートパイル）工法： 

U 形や直線形の断面形状の鋼矢板を、継手部を噛み合わせながら連続して地中に打ち込んで壁体を造る工

法です。 
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補足資料 4.工事用車両の迂回走行ルートについて 

 
指摘、質問事項等 

工事用車両のルートはある程度コントロールできると思いますが、迂回する等して、北西側

から入ってくるルートも検討していただくとよいと思います。 

 

計画段階事業者の説明 

工事用車両の走行ルートは図 4-1 に示すとおり、道路幅員の広い幹線道路を走行する計画と

します。 

計画区域の東側からの迂回ルートについては、県道 12 号、国道 246 号及び山下長津田線を走

行するルートで計画区域に入場する計画とし、北側及び西側からは、国道 246 号及び山下長津

田線を走行するルート、南側からは、国道 16 号、環状 4号線及び山下長津田線を走行するルー

トで入場する計画とします。 

 

工事用車両は、原則として上記に示す迂回ルートの走行を想定していますが、東側から入場

する工事用車両が山下長津田線から台村町交差点を右折して北八朔南部 491 号線に進むルート

を走行することを想定して、十日市場方面からの走行台数を 10 台/時、山下長津田線から台村

町交差点を右折する走行台数を 10 台/時とした場合についても、交差点需要率及び車線混雑度

の予測を行いました。 

交差点需要率及び車線混雑度の予測結果を表 4-1 に、交差点需要率の算定過程を記載した交

差点需要率算定表を表 4-2(1)～(4)に示します。交差点需要率は、交通処理が可能となる限界

需要率を下回っており、交通処理は可能と予測します。また、車線混雑度も交通処理が可能と

なる 1.00 を下回っていることから、右折の信号現示時間は短いものの交通処理は可能と予測し

ます。 

 

なお、北八朔南部 491 号線については、現在、路線バスを除く大型車の通行が禁止されてお

り、工事用車両（大型車）の通行については道路管理者や交通管理者と協議することが必要と

なりますので、その際、上記走行ルートも含め協議し、適切に対応していく計画とします。 
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表 4-1 交差点需要率及び車線混雑度 

交差点名 

交差点需要率 
限界需要率 

現況 工事中 

平日 平日 平日 

台村町交差点 0.446 0.452 0.884 

緑区役所前交差点 0.454 0.461 0.873 

中山駅南口入口交差点 0.326 0.334 0.850 

緑郵便局入口交差点 0.451 0.458 0.854 
 

交差点名 方向 車線 

車線混雑度 

現況 工事中 

平日 平日 

台村町交差点 中山駅 左直右 0.606  0.606 

宮ノ下交差点 左直 0.398  0.406 

右 0.142  0.235 

森の台 左直右 0.241  0.241 

十日市場 左直 0.439  0.451 

右 0.447  0.447 

緑区役所前交差点 中山駅 左直右 0.415  0.443 

宮ノ下交差点 左直 0.453  0.465 

右 0.321  0.321 

森の台 左直右 0.542  0.542 

十日市場 左直 0.324  0.324 

右 0.654  0.654 

中山駅南口入口交差点 中山駅 左直右 0.288  0.319 

宮ノ下交差点 左直 0.384  0.392 

右 0.367  0.367 

寺山町 左直右 0.168  0.168 

十日市場 左直 0.404  0.404 

右 0.091  0.091 

緑郵便局入口交差点 中山町 左直右 0.030  0.030 

宮ノ下交差点 左直 0.316  0.323 

右 0.470  0.470 

寺山町 左直右 0.035  0.035 

十日市場 左直右 0.495  0.498 

横浜線踏切 左直 0.944  0.968 
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表 4-2(1) 交差点需要率算定表『台村町交差点 工事中平日ピーク時(16～17 時)』 
流      入      部 ①中山駅 ②宮ノ下交差点 ③森の台 ④十日市場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進･右折 左折･直進 直進 右折 左折･直進･右折 左折･直進 直進 右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 2000 2000 2000 1800 2000 2000 2000 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

0.950 

(2.50) 

0.950 

(2.60) 

1.000 

(3.00)

0.950 

(2.70)

0.950 

(2.70) 

0.950 

(2.50) 

1.000 

(3.10)

1.000 

(2.80) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.958 

(6.32) 

0.974 

(3.85) 

0.974 

(3.82)

0.787 

(38.71)

0.974 

(3.80) 

0.938 

(9.44) 

0.959 

(6.13)

0.990 

(1.41) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.955 

(6.3) 

0.50 

39 

29 

 

0.947 

(5.5) 

0.50 

81 

74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.847 

(24.1) 

0.50 

39 

29 

 

0.739 

(34.6) 

0.50 

81 

74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

0.619 

(82.2) 

0.971 

39 

 

 

2(49) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(49) 

 

0.784 

(36.7) 

0.981 

39 

 

 

2(49) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(49) 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1076 1753 1948 1346 1229 1317 1918 1782 

設計交通量                 ｑ 174 

(11+20+143) 

834 

(23+811) 

31 

 

79 

(19+31+29) 

809 

(140+669) 

71 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ       

 

交差点流入部の需要率       ρ 
 

0.162 

 

0.225 

 

0.023 

 

0.064 

 

0.250 

 

0.040 

現示の 

需要率 

交差点の

需要率 

必要現示率 １φ 0.162   0.064   0.162 0.452 

２φ  0.225   0.250  0.250 

３φ   0.023   0.040 0.040 

有効青時間(秒) １φ 40   40   サイクル長(秒) 

２φ  82   82  146 

３φ   10   10 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 39/146 81/146 9/146 39/146 81/146 9/146  

可能交通容量             Ｃｉ 287 2053 132 328 1795 159 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.606 0.406 0.235 0.241 0.451 0.447 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)   23.0   35.4 

       ※ N = KER ×  
 3600 

 C 
 

            N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

       ※ * : 交通容量（実１時間） 

      ①：中山駅 
      ②：宮の下交差点 
      ③：森の台 
      ④：十日市場 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現示方式の図示

①

G:39 Y:3 AR:4

40

6

29

②

③

④

1φ ①

G:81 Y:3 AR:2

82

4

74

②

③

④

2φ ①

G:9 Y:3 AR:2

10

4

0

②

③

④

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=146

G=132

L=14

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

23

811

31

(4.35)

(3.82)

(38.71)

②

11

20

143
(9.09)

(5.00)

(6.29)

①

140

669

71

(15.71)

(6.13)

(1.41)

④

19

31

29
(5.26)

(3.23)

(3.45)

③

交差点概略図

16.0

2.60
3.00
2.70 ②

7.0

2.50

①

16.0

2.50
3.10
2.80④

7.0

2.70

③
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表 4-2(2) 交差点需要率算定表『緑区役所前交差点 工事中平日ピーク時(16～17 時)』 
流      入      部 ①中山駅 ②宮ノ下交差点 ③森の台 ④十日市場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進･右折 左折･直進 直進 右折 左折･直進･右折 左折･直進 直進 右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 2000 2000 2000 1800 2000 2000 2000 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

0.950 

(2.50) 

0.950 

(2.60) 

1.000 

(3.00)

0.950 

(2.70)

1.000 

(3.00) 

0.950 

(2.60) 

1.000 

(3.00)

0.950 

(2.70) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.972 

(4.19) 

0.972 

(4.04) 

0.970 

(4.48)

0.984 

(2.27)

0.984 

(2.34) 

0.955 

(6.81) 

0.955 

(6.70)

0.969 

(4.49) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.892 

(19.9) 

0.50 

38 

24 

 

0.828 

(20.4) 

0.50 

66 

60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.820 

(36.0) 

0.50 

38 

24 

 

0.968 

(3.2) 

0.50 

66 

60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

0.867 

(25.1) 

0.948 

38 

 

 

2(57) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(57) 

 

0.811 

(38.3) 

0.900 

38 

 

 

2(57) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(57) 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1428 1529 1940 1683 1309 1756 1910 1657 

設計交通量                 ｑ 191 

(38+105+48) 

845 

(86+759) 

44 

 

214 

(77+55+82) 

622 

(10+612) 

89 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ       

 

交差点流入部の需要率       ρ 
 

0.134 

 

0.244 

 

0.026 

 

0.163 

 

0.170 

 

0.054 

現示の 

需要率 

交差点の

需要率 

必要現示率 １φ 0.134   0.163   0.163 0.461 

２φ  0.244   0.170  0.244 

３φ   0.026   0.054 0.054 

有効青時間(秒) １φ 39   39   サイクル長(秒) 

２φ  67   67  126 

３φ   7   7 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 38/126 66/126 6/126 38/126 66/126 6/126  

可能交通容量             Ｃｉ 431 1817 137 395 1920 136 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.443 0.465 0.321 0.542 0.324 0.654 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)   20.8   38.9 

       ※ N = KER ×  
 3600 

 C 
 

            N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

       ※ * : 交通容量（実１時間） 

      ①：中山駅 
      ②：宮の下交差点 
      ③：森の台 
      ④：十日市場 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現示方式の図示

①

G:38 Y:3 AR:3

39

5

24

②

③

④

1φ ①

G:66 Y:3 AR:2

67

4

60

②

③

④

2φ ①

G:6 Y:3 AR:2

7

4

0

②

③

④

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=126

G=113

L=13

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

86

759

44

(2.33)

(4.48)

(2.27)

②

38

105

48
(0.00)

(0.95)

(14.58)

①

10

612

89

(10.00)

(6.70)

(4.49)

④

77

55

82
(2.60)

(1.82)

(2.44)

③

交差点概略図

16.0

2.60
3.00
2.70 ②

7.0

2.50

①

16.0

2.60
3.00
2.70④

7.0

3.00

③
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表 4-2(3) 交差点需要率算定表『中山駅南口入口交差点 工事中平日ピーク時(9～10 時)』 
流      入      部 ①中山駅 ②宮ノ下交差点 ③寺山町 ④十日市場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進･右折 左折･直進 直進 右折 左折･直進･右折 左折･直進 直進 右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 2000 2000 2000 1800 2000 2000 2000 1800 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

0.950 

(2.75) 

0.950 

(2.50) 

1.000 

(3.20)

0.950 

(2.60)

0.950 

(2.50) 

0.950 

(2.70) 

1.000 

(3.00)

1.000 

(2.80) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

0.911 

(14.04) 

0.934 

(10.02) 

0.933 

(10.18)

1.000 

(0.00)

0.990 

(1.49) 

0.903 

(15.40) 

0.921 

(12.24)

1.000 

(0.00) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.893 

(54.4) 

0.15 

28 

18 

 

0.989 

(4.0) 

0.15 

63 

56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.930 

(34.3) 

0.15 

28 

18 

 

0.987 

(5.0) 

0.15 

63 

56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

0.933 

(32.5) 

0.984 

28 

 

 

2(63) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(63) 

 

0.919 

(40.3) 

0.986 

28 

 

 

2(63) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(63) 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1442 1755 1866 1710 1608 1693 1842 1800 

設計交通量                 ｑ 114 

(62+15+37) 

792 

(16+776) 

51 

 

67 

(23+17+27) 

796 

(20+776) 

13 

 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ       

 

交差点流入部の需要率       ρ 
 

0.079 

 

0.219 

 

0.030 

 

0.042 

 

0.225 

 

0.007 

現示の 

需要率 

交差点の

需要率 

必要現示率 １φ 0.079   0.042   0.079 0.334 

２φ  0.219   0.225  0.225 

３φ   0.030   0.007 0.030 

有効青時間(秒) １φ 29   29   サイクル長(秒) 

２φ  64   64  113 

３φ   6   6 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 28/113 63/113 5/113 28/113 63/113 5/113  

可能交通容量             Ｃｉ 357 2019 139 398 1971 143 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.319 0.392 0.367 0.168 0.404 0.091 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)   21.1   5.4 

       ※ N = KER ×  
 3600 

 C 
 

            N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

       ※ * : 交通容量（実１時間） 

      ①：中山駅 
      ②：宮の下交差点 
      ③：寺山町 
      ④：十日市場 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現示方式の図示

①

G:28 Y:3 AR:4

29

6

18

②

③

④

1φ ①

G:63 Y:3 AR:2

64

4

56

②

③

④

2φ ①

G:5 Y:3 AR:2

6

4

0

②

③

④

3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=113

G=99

L=14

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

16

776

51

(6.25)

(10.18)

(0.00)

②

62

15

37
(12.90)

(6.67)

(18.92)

①

20

776

13

(75.00)

(12.24)

(0.00)

④

23

17

27
(0.00)

(0.00)

(3.70)

③

交差点概略図

16.0

2.50
3.20
2.60 ②

7.0

2.75

①

16.0

2.70
3.00
2.80④

7.0

2.50

③
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表 4-2(4) 交差点需要率算定表『緑郵便局入口交差点 工事中平日ピーク時(16～17 時)』 
流      入      部 ①中山町 ②宮ノ下交差点 ③寺山町 ④十日市場 ⑤横浜線踏切  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  線  の  種  類 左折･直進･右折 左折･直進 直進 右折 左折･直進･右折 左折･直進 直進･右折 左折･直進･右折 

車      線      数 1 1 1 1 1 1 1 1 

飽和交通流率の基本値     ＳＢ 2000 2000 2000 1800 2000 2000 2000 2000 

車線幅員による補正率     αｗ 

（車線幅員）             ｍ 

0.950 

(2.50) 

1.000 

(3.00) 

0.950 

(2.80)

1.000 

(3.00)

0.950 

(2.50) 

1.000 

(3.20) 

1.000 

(3.10) 

1.000 

(3.20) 

縦断勾配による補正率     αＧ 

（縦断勾配）             ％ 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00)

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

1.000 

(0.00) 

大型車混入による補正率   αＴ 

（大型車混入率）         ％ 

1.000 

(0.00) 

0.974 

(3.86) 

0.973 

(3.91)

0.903 

(15.42)

1.000 

(0.00) 

0.954 

(6.87) 

0.953 

(7.04) 

0.943 

(8.71) 

左折車混入による補正率 αＬＴ 

（左折率）             Ｌ％ 

（歩行者による低減率） ｆｐ 

（有効青時間）           秒 

（歩行者用青時間）       秒 

横断歩行者による補正率   αＬ 

0.834 

(37.5) 

0.50 

23 

13 

 

0.986 

(1.5) 

0.50 

88 

77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.904 

(20.0) 

0.50 

23 

13 

 

0.793 

(21.8) 

0.50 

56 

56 

 

 

 

 

 

 

 

1.000 

(0.0) 

 

 

 

 

右折車混入による補正率 αＲＴ 

（右折率）             Ｒ％ 

（右折車の通過確率）     ｆ 

（有効青時間）           秒 

(現示変り目のさばけ台数増分) 

ＫER：台/サイクル 

(交差点内滞留台数) 

Ｋ：台/サイクル 

0.948 

(50.0) 

0.999 

23 

 

 

2(55) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(55) 

 

0.929 

(70.0) 

0.999 

23 

 

 

2(55) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.000 

(0.0) 

0.443 

56 

 

 

2(55) 

 

0.998 

(2.2) 

1.000 

32 

 

 

 

 

飽和交通流率             ＳＡ 1502 1921 1849 1625 1596 1513 1906 1882 

設計交通量                 ｑ 8 

(3+1+4) 

824 

(6+818) 

214 

 

10 

(2+1+7) 

733 

(80+653+0) 

448 

(0+438+10) 

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ       

 

交差点流入部の需要率       ρ 
 

0.005 

 

0.219 

 

0.132 

 

0.006 

 

0.214 

 

0.238 

現示の 

需要率 

交差点の

需要率 

必要現示率 １φ 0.005   0.006   0.006 0.458 

２φ  0.219   0.214  0.214 

３φ  **** 0.132   0.238 0.238 

有効青時間(秒) １φ 24   24   サイクル長(秒) 

２φ  57   57  130 

３φ  33 33   33 

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 23/130 88/130 32/130 23/130 56/130 32/130  

可能交通容量             Ｃｉ 266 2552 455 282 1473 463 

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.030 0.323 0.470 0.035 0.498 0.968 

交通処理案のチェック ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 

滞留長               Ｌｓ(ｍ)   86.7    

       ※ N = KER ×  
 3600 

 C 
 

            N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数 

       ※ * : 交通容量（実１時間） 

       ※ **** : 連続現示での使用現示 

      ①：中山町        ⑤：横浜線踏切 
      ②：宮の下交差点 
      ③：寺山町 
      ④：十日市場 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

現示方式の図示

①

G:23 Y:3 AR:3

24

5

13

②

③

④

⑤
1φ ①

G:56 Y:4 AR:3

57

6

56

②

③

④

⑤
2φ ①

G:32 Y:3 AR:3

33

5

0

②

③

④

⑤
3φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=130

G=114

L=16

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

6

818

214

(0.00)

(3.91)

(15.42)

②

3

1

4
(0.00)

(0.00)

(0.00)

①

43810
(8.90)(0.00)

⑤

80

653

(6.25)

(7.04)④

2

1

7
(0.00)

(0.00)

(0.00)

③

交差点概略図 

16.0 
3.00 2.80 3.00 ②

7.0 

2.50 

① 

7.0 

3.20

⑤ 

16.0 3.20 
3.10 ④ 

7.0 

2.50 
③ 
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補足資料 5.供用時の関係車両の走行に伴う交通混雑について 

 
指摘、質問事項等 

供用後の関係車両の交通混雑について、どのように考えていますか。 

 

計画段階事業者の説明 

供用時の関係車両の走行に伴う交通混雑の予測については、警察協議に伴い実施しています

ので、資料を次ページ以降に示します。 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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1. 地域社会（関係車両の走行による交通混雑） 
1.1 予測項目 

予測項目は、関係車両の走行に伴う交差点需要率及び車線混雑度としました。 

 

1.2 予測地点 

予測地点は、図 5-1 に示すとおり、関係車両の走行ルート上の 11 交差点としました。 

 

1.3 予測時期 

予測時期は、本事業の計画建物の完成予定時期である平成 36 年の平日及び休日としました。 

図 5-1 予測地点 
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1.4 予測方法 

1.4.1 予測手順 

予測手順は、図 5-2 に示すとおりです。 

 

道路の可能交通容量

単路部の構造等

交通量伸び率

交差点の構造、
通行方法等

将来交通量

車線混雑度交差点需要率

現況交通量

ピーク時将来一般交通量

事業計画

本事業による
ピーク時発生集中交通量

 

図 5-2 予測手順（交差点需要率及び道路の混雑度） 

 

1.4.2 予測条件 

(1)本事業のピーク時発生集中交通量 

住宅施設及び商業施設の発生集中交通量は、「大規模開発地区関連マニュアル」（平成 26 年

6 月、国土交通省都市局都市計画課）に準じて設定しました。 

なお、発生集中交通量の方面比率については、半径 3㎞内の町丁目別世帯数の割合及び平成

20 年パーソントリップ調査の全目的 OD 表（計画基本ゾーン：1332）をもとに設定しました。 

 

①住宅施設 

現時点の事業計画をもとに、住宅施設のピーク時発生集中交通量は、平日ピーク時（午前）

14 台/時、平日ピーク時（午後）12 台/時、休日ピーク時 24 台/時としました。 

 

②商業施設 

現時点の事業計画をもとに、A-1 敷地の商業施設のピーク時発生集中交通量は、平日ピー

ク時（午前）63 台、平日ピーク時（午後）90 台、休日ピーク時 186 台としました。また、B

敷地の商業施設のピーク時発生集中交通量は、平日ピーク時（午前）63 台、平日ピーク時

（午後）90 台、休日ピーク時 180 台としました。 
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(2)関係車両走行ルート 

関係車両走行ルートは図 5-3 に示すとおりです。 

 

 

図 5-3 主な関係車両走行ルート 
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1.5 予測結果 

現況及び供用時（施設完成後）の交差点需要率を表 5-1 に、車線混雑度を表 5-2(1)、(2)に

示します。また、交差点需要率の算出過程を記載した交差点需要率算定表を表 5-3(1)～(16)

に示します。 

なお、予測条件として、交差点 No.5 については、現況は信号がありませんが、本事業で新

設する駅前広場の出入口となるため、施設完成後は信号が設置されるものと仮定して予測を行

いました。また、交差点 No.3、No.6 及び No.9 については、現況で信号がなく、施設完成後に

設置される予定もないと考えられるため、予測の対象外としました。 

施設完成後における交差点需要率の予測結果は、交通処理が可能となる交差点需要率 0.9 を

下回っており、交通処理は可能と予測します。 

また、車線混雑度も交通処理が可能となる 1.0 を下回っていることから、交通処理は可能と

判断できます。 

 

表 5-1 交差点需要率 

交差点 

交差点需要率 

平日 休日 

現況 施設完成後 現況 施設完成後 

No. 1 0.357 0.394 0.325 0.377 

No. 2 0.541 0.586 0.510 0.588 

No. 4 0.406 0.349 0.375 0.474 

No. 5 ― 0.229 ― 0.247 

No. 7 0.402 0.480 0.399 0.538 

No. 8 0.297 0.397 0.332 0.507 

No.10 0.451 0.487 0.402 0.450 

No.11 0.598 0.659 0.527 0.611 

 

 
 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-2(1) 車線混雑度（平日） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-2(2) 車線混雑度（休日） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(1) 交差点需要率算定表（交差点 No.1、平日 16 時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(2) 交差点需要率算定表（交差点 No.2、平日 16 時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(3) 交差点需要率算定表（交差点 No.4、平日 16 時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(4) 交差点需要率算定表（交差点 No.5、平日 19 時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(5) 交差点需要率算定表（交差点 No.7、平日 16 時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(6) 交差点需要率算定表（交差点 No.8、平日 9時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(7) 交差点需要率算定表（交差点 No.10、平日 16 時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(8) 交差点需要率算定表（交差点 No.11、平日 9時台） 



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(9) 交差点需要率算定表（交差点 No.1、休日 13 時台）



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(10) 交差点需要率算定表（交差点 No.2、休日 13 時台）



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(11) 交差点需要率算定表（交差点 No.4、休日 13 時台）



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(12) 交差点需要率算定表（交差点 No.5、休日 17 時台）



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(13) 交差点需要率算定表（交差点 No.7、休日 13 時台）



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(14) 交差点需要率算定表（交差点 No.8、休日 13 時台）



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(15) 交差点需要率算定表（交差点 No.10、休日 13 時台）



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので取扱いにご注意願います。
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表 5-3(16) 交差点需要率算定表（交差点 No.11、休日 13 時台） 


